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　２期目として、今まで先送りされて
きた懸案事項について30～50年後の塩
竈を見越したスパンで実行スケジュー
ルを組み立てることにしております。
しっかりと議論を重ねて、その時々で
市民の皆さまに懇談会を通じて開示す
る予定です。
　18年後に市制施行100周年を迎えま
す。それまでに市役所庁舎や市立病院
の新築工事など、どうなっているのか、
なぜこのようにしないといけないの
か、塩竈をどう再生させていくかなど、
市民に対する明確な説明が求められて
います。財源の返済などをシミュレー
ションして、具体的に進捗状況を説明
していきます。そのために本年度は、
集会所を40～50カ所を回る予定でスケ
ジュールを調整しているところです。

　庁舎も築63年になり、法定耐用年数
を経過し老朽化が深刻になっていま
す。国からの財源措置である緊防債（緊
急防災・減災事業債）の関係で、最優先
に取り組みます。現在地が一昨年５月、

全部ではありませんが、宮城県の津波
浸水想定区域に入りました。緊防債の
期限が2025年度までのため、建て替え
を前倒しで進めなければなりません。
ただし、塩竈は土地がないのが現状で
す。現地建て替えか、アクセスが良く
ありませんが舟入地区の県有地を建設
候補地と考えております。
　確実に言えることは、現在３つに分
散している庁舎は、１つに集約します。
市民の利便性のためにも、必ず実現さ
せます。現地建て替えの場合は、津波
浸水想定区域だから建設がダメではな
く、１階を駐車場にして各部署を上階
にすれば可能性はあると思います。移
転になれば時間もかかることを考慮
し、ベストがない中でよりベターなも
のを選択せざる得ない状況です。
　今後、サウンディング調査などを実
施して、２つの選択肢からどちらかを
選ぶことになります。

　現在の病院は、最も古い建物が1959
年に建てられたもので、建て増しを２
回しております。実際に、仮設病院を
設けて、半分取り壊して、半分建てる

やり方で、現地建て替えのシミュレー
ションを行ったのですが、仮設費用だ
けでも約19億円かかる見込みです。本
市は、人口が１万人減少し、税収もか
なり減っており、現在の建物の規模を
維持するのは厳しいと思います。高齢
化もだいぶ進んでおり、161床のベッド
数を維持するのは困難な状況です。
　地域の健康を守る観点から、このま
ま放置するわけにはいかないので、新
たな建設場所の選定や今後必要となる
医療機能などを検討しております。
　また、市内から東北医科薬科大学病
院まで車で約20分で行けることもあ
り、連携を強化する方法も考えており
ます。医師の派遣は、東北大学中心で
すが、地理的条件を生かして東北医科
薬科大学とのさらなる医療連携に向け
て、どのような連携がいいのか精査し
なければなりません。塩竈単独でやれ
る方法も含め、将来の道筋を立てる予
定でおります。

　学校が11校（小学校６・中学校５）、
離島の浦戸諸島に小規模特認校があり
ます。一番歴史のある第一小学校が昨
年150周年、その他はほぼ同時期に建て
られており、一部長寿命化している学
校もありますが、築50年以上経過して
います。少子化が進み、校舎も老朽化
しています。
　今年度、本市として学校再編の基本
計画・方針を打ち出すために、外部の
有識者会議を設置して答申を受ける形
式で検討しており、学校規模の適正化
に向けて準備を進めているところで
す。すでに、PTA役員などには学校統

合は避けられない旨を伝えています。
　全ての学校を建て替えるのは困難
で、長寿命化した学校を活かす方法や
小中一貫校、義務教育学校の建設、遠
方通学のスクールバス対応など深く議
論しなければなりません。これを基に
地域やPTA・保護者にフィードバック
して、今後のスケジュールを公表でき
るようにしたいと思います。

　耐久年数が超過し、老朽化が深刻な
可燃ごみ処理施設は、現地に建て替え
る方針とし、リサイクル施設や埋立処
分場整備も含め「廃棄物処理施設整備
基本構想」を策定し取り組んでいます。
以前から、近隣一部事務組合への加入
について、さまざまな検討を行ってき
たところですが、本市で１日70ｔ出る
ゴミを組合が有する施設で全量処理す
ることは困難となっています。一部の
ゴミを仙台や他地域で処理してもらう
と、年間７～８億円以上の費用がかか
る見込みです。既存の施設を耐震化し
つつ、隣接に新しい施設を造り、完成
したら古い施設を解体するほうが費用
的にも耐用年数20年で帳尻が合うと想
定しています。整備目標は2028年度に
設定し、26年度の建設工事の着手に向

けて動いております。

　塩釜港は、生鮮マグロ（クロマグロ・
メバチマグロ）の水揚げに特化してき
ており、取り扱い量は減ったのに単価
が高いと聞いております。９月から12
月に水揚げされるメバチマグロについ
ては、厳しい条件をクリアできれば「三
陸塩竈ひがしもの」としてのブランド
魚になります。
　ただし、生マグロに特化してきたあ
まり、水産業の衰退に少なからずつな
がっている面もあります。原因として
は、これまで冷凍ものを取り扱ってい
ないことや、加工原料となる魚種も
扱っていないためだと思われます。最
大のネックになっているのが円安で
す。加工品には輸入原料を使用してお
り、円安影響が大きく、さらにウクラ
イナ侵攻や物価高騰などで厳しい状況
になっております。前浜ものを原料に
扱う気仙沼や石巻と違って、ダメージ
を受けているのは塩竈だけかもしれま
せん。
　本市の看板である生マグロは外せま
せんが、今後の水産取り扱いをどうす
るか、本格的に検討して参ります。

　浦戸諸島（桂島・野々島・寒風沢・朴
島）は、人口のほとんどが高齢者です。
以前から島内架橋が最優先という考え
方がありましたが、何十年も進展して
いないのが現状です。浦戸振興推進協
議会には、橋を架けるのも大切だが、
岸壁の亀裂や隆起の補修、浮桟橋の設
置など優先順位を決めて国や県に要望

することを伝えています。
　朴島に浮桟橋を設置してほしい要望
がありました。朴島だけ何十年も浮桟
橋がなく、船の乗降時に危険を伴うこ
とが多くあったと思います。今年度予
算を確保したので、設置に向けて準備
を進めているところです。
　浦戸地区は、市街化調整区域や特別
名勝松島など複数の法令が適用されて
おり、簡単に開発できないことになっ
ています。防潮堤工事などは、解体し
ても以前と同じ高さやデザイン、色に
しなければなりませんでした。こう
いった規制に関しても、宮城県と協議
をして、島民のための開発を目指して
いこうと思います。
　また、浦戸で昔作っていた塩づくり
を復活させたいと思っており、だいぶ
先にはなりますが、塩づくりの文化施
設整備を目指してまいりたいと考えて
います。

　塩竈は、大型公共工事を控えていま
す。どのような形で地元の建設業者を
絡めていくのか、工夫しなければいけ
ません。他に組合に仕事を一括でお願
いする方法も検討しています。例えば、
学校のメンテナンスを１つにして、こ
れだけを組合へ一括で発注するとか、
市役所庁舎を建て直す場合は、手すり
部分を別の組合に発注するとか、より
仕事が公平にいきわたるように分散が
良いと思います。競争も大切ですが、
いかに適正な価格で受注していただけ
るのか、工夫が必要だと感じています。
仕事がない中で、いかに仕事を作り出
していくか、市長として真価が問われ
ます。引き続き、協力をお願いします。

２期目の抱負をお聞かせください。

市立病院についてはどうですか。

学校再編についてお聞かせください。

市役所庁舎の移転、整備の現況を
お聞かせください。

ごみ処理施設（清掃工場）の進捗
状況はどうですか。

水産業の再生について、どのよう
に進めますか。

建設業への期待、メッセージを
お願いします。

浦戸諸島の高齢化が問題になって
いますが。

・市役所庁舎・市立病院の建て替え、整備計画
・重要課題「ごみ処理施設」の整備、学校再編
・水産「産業創出再生」・離島「浦戸の再生」
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